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特 集

北
海
道
で
、
自
然
の
中
に
息
づ
く
動
植
物

の
た
く
ま
し
い
生
命
力
、
北
の
風
土
に
暮

ら
す
人
々
の
ひ
た
む
き
な
姿
な
ど
の
一
瞬

が
活
写
さ
れ
、
四よ

隅す
み

ま
で
無
駄
な
く
計
算

さ
れ
尽
く
し
た
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
の
作
品
が

並
ぶ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
展
覧
会
で
す
。

　

一
般
公
募
は
第
1
部
「
自
由
」、
第
2

部
「
観
光
・
産
業
」、
第
3
部
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
」
の
3
部
門
の
ほ
か
、
高

校
生
・
大
学
生
ら
を
対
象
と
す
る
第
4
部

「
学
生
」
が
あ
り
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
に
開
か
れ
た
68
回
展
は
、

一
般
公
募
に
出
品
で
き
る
一
人
当
た
り
の

作
品
数
を
各
部
門
10
点
以
内
か
ら
5
点
以

内
と
し
た
た
め
応
募
点
数
は
3
1
6
1
点

と
前
年
に
比
べ
4
割
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た

が
、
応
募
人
数
は
3
6
1
人
と
、
長
引
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
も
か
か
わ
ら

ず
約
1
割
減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
第
4

部
は
、
約
1
割
減
の
3
5
4
人
か
ら
の
応

募
で
、
出
品
数
は
約
7
％
減
の
7
8
9
点

で
し
た
。

　

2
月
27
日
と
28
日
に
審
査
会
を
実
施

し
、
第
1
部
か
ら
第
3
部
で
2
7
0
点
、

第
4
部
か
ら
36
点
の
入
賞
・
入
選
を
そ
れ

ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。
5
月
11
日
か
ら
16

日
ま
で
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
い
た

展
覧
会
に
は
、
延
べ
1
0
0
0
人
を
超
え

る
人
が
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

会
員
が
、「
写
真
道
展
」
で
一
定
回
数

の
入
賞
や
入
選
を
重
ね
る
と
「
写
真
道
展

会
友
」
に
昇
格
し
ま
す
。「
写
真
道
展
審

道
内
最
大
の
公
募
展

「
写
真
道
展
」
を
主
催

　

道
写
協
に
は
、
全
道
各
地
の
若
い
人
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
熱
心
な
カ
メ
ラ
フ
ァ
ン

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
道
写
協

会
員
は
、
道
内
最
大
の
公
募
展
で
あ
る

「
写
真
道
展
」（
北
海
道
新
聞
社
共
催
）
に

向
け
て
感
動
を
伝
え
る
“
写
真
づ
く
り
”

に
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
四
季
の
変
化
が
豊
か
な

終戦から7年後の1952年、食べることに追われて趣味や文化にまで手の届かない時代に、アマチュア写真界の発展を目的
に、北海道写真協会（以下、道写協）は発足しました。2021年9月現在、全道に30支部を持ち、会員数337人を擁する全国
有数の規模を誇る写真団体です。来年6月1日の「写真の日」に創立70周年を迎えます。写真という共通の趣味を通じて 
知り合った会員たちは、励まし合いながら撮影技術を研鑽し、毎年「写真道展」を開催するなど、写真文化の向上に大き
な功績を残しています。中野潤子会長はじめ道写協の皆さんに活動状況などを伺いました。

（文・片山健一　取材日2021年9月17日／写真提供：北海道写真協会）

北海道のアマチュア写真文化 
の向上に貢献
写真道展を主催する 北海道写真協会

a 1 回展のリーフレット
b �膨大な応募作品は地方審査も行われて

いた（18 回展）
c �かつては東京で著名な写真家による最

終審査を行っていた（22 回展）
d �1981 年 6 月に開かれた写真講座の様子

b a

d C
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「
科
学
」
の
6
部
門
の
入
賞
・
入
選
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
ま
だ
、
北
海
道
の
写
真
人
口
は

少
な
く
、
技
術
的
な
レ
ベ
ル
も
低
か
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
経
済
成
長
と
、
美
し
い
北
海
道
の
自
然

風
土
、
開
発
・
観
光
の
進
展
が
写
真
文
化

と
結
び
付
き
、
本
道
写
真
界
の
実
力
は
充

実
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
写
真
道
展
」
も
、
時
代
の
変
化
や
応

募
数
の
増
減
に
応
じ
て
、
部
門
の
再
編
、

組
写
真
の
廃
止
、
一
人
当
た
り
の
応
募
数

制
限
な
ど
、
募
集
要
項
の
見
直
し
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
2
0
1
2
年
の
59
回
展

は
、
応
募
点
数
が
5
4
0
6
点
、
応
募
人

数
も
5
1
4
人
と
、
一
般
公
募
が
3
部
門

制
に
な
っ
た
48
回
展
以
降
で
最
高
を
記
録

す
る
な
ど
、
道
内
の
写
真
人
口
は
着
実
に

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

1
9
8
3
年
に
は
、「
写
真
道
展
」
30

年
目
を
記
念
し
て
「
学
生
写
真
道
展
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
高
校
生
、
専

門
学
校
生
、
大
学
生
を
対
象
に
し
た
コ
ン

テ
ス
ト
で
す
。
1
回
展
で
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
学
生
は
、
今
で
は
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
応
募
者
数
の

低
迷
で
撤
退
が
議
論
さ
れ
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
出
品
料
を
無
料
に
す
る
な
ど

の
改
善
を
図
り
、
2
0
1
3
年
の
30
回
展

以
降
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
応
募
作
品
数

が
1
0
0
0
点
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
審
査
・
運
営
の
効
率
化
の
た
め
、

に
絶
対
的
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
人
数

で
評
価
す
る
と
、
時
に
平
均
的
で
平
凡
な

作
品
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
逆
に
少

人
数
で
は
、
審
査
員
の
個
性
が
出
す
ぎ
て

客
観
性
を
欠
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
審
査

は
本
当
に
難
し
い
も
の
で
す
」
と
言
い
、

審
査
会
員
を
2
班
に
分
け
て
、
隔
年
交
代

で
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

道
写
協
は
今
年
度
の
総
会
で
、
写
真
道

展
で
規
定
の
入
選
回
数
に
達
し
た
会
員

は
、
写
真
道
展
に
応
募
で
き
な
い
「
会

友
」
に
自
動
昇
格
す
る
よ
う
規
約
を
改
正

し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
中
野

会
長
は
「
新
鮮
で
輝
か
し
い
感
性
を
持
っ

た
新
人
の
登
場
を
願
っ
て
の
こ
と
で
す
」

と
説
明
し
、
次
回
の
写
真
道
展
に
は
「
新

た
な
才
能
が
現
れ
、
新
風
を
吹
き
込
ん
で

ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
時
代
に
な
ろ
う
が

変
わ
ら
ぬ
入
選
の
喜
び

　
「
写
真
道
展
」
は
、
本
道
で
初
め
て
と

な
る
写
真
の
公
募
展
と
し
て
北
海
道
新
聞

事
業
部
が
企
画
し
、
道
写
協
が
発
足
し
た

翌
1
9
5
3
年
に
、
両
者
共
催
で
1
回
展

が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
年
8
月
、
写
真
の

公
募
を
新
聞
に
社
告
と
し
て
発
表
す
る

と
、
2
0
1
4
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し

た
。
11
月
30
日
に
審
査
が
行
わ
れ
、
12
月

7
日
の
道
新
紙
上
で
「
自
由
」「
肖
像
」

「
観
光
」「
産
業
」「
色
彩
（
ス
ラ
イ
ド
）」

2
0
1
9
年
か
ら
は
「
写
真
道
展
」
に
第

4
部
と
い
う
形
で
組
み
込
み
、
応
募
制
限

も
設
け
一
人
3
点
以
内
と
し
て
い
ま
す
。

　

道
写
協
の
30
周
年
記
念
誌
に
は
「
道
展

に
入
選
す
る
こ
と
が
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
夢

で
あ
り
、
勲
章
」
と
記
さ
れ
る
と
と
も

に
、「
会
員
に
な
っ
て
会
費
を
払
っ
て
い
る

の
に
、
ど
う
し
て
（
写
真
道
展
に
）
入
れ

な
い
ん
で
す
か
」
と
い
う
抗
議
の
手
紙
が

事
務
局
に
届
い
た
こ
と
や
、
初
め
て
入
選

し
た
会
員
が
涙
を
流
し
な
が
ら
喜
ん
だ
と

い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
主
催
す
る
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
の
よ
う
な
賞
金
や
豪
華
賞

品
も
な
く
、
出
品
料
5
0
0
0
円
を
支

払
っ
て
参
加
す
る
公
募
展
が
長
く
続
い
て

い
る
理
由
に
つ
い
て
、
中
野
会
長
は
「
何

と
言
っ
て
も
全
道
を
代
表
す
る
伝
統
あ
る

写
真
道
展
に
入
選
・
入
賞
す
る
こ
と
が
写

真
を
志
す
人
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ

り
励
み
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
へ
の

査
会
員
・
会
友
作
品
展
」
に
出
品
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
会
友
の
中
か
ら
、
作
品
展

な
ど
の
入
賞
経
験
や
個
展
開
催
実
績
に
基

づ
い
て
「
写
真
道
展
審
査
会
員
」
に
選
出

さ
れ
ま
す
。
審
査
会
員
は
、
写
真
道
展
の

審
査
を
務
め
る
立
場
に
な
り
ま
す
。
9
月

時
点
の
会
員
構
成
は
、
会
員
2
3
6
人
、

写
真
道
展
会
友
63
人
、
写
真
道
展
審
査
会

員
38
人
で
す
。

　

2
0
0
3
年
の
50
回
展
か
ら
審
査
を
担

当
し
て
い
る
中
野
潤
子
会
長
は
、「
写
真

道写協の現役員
前列左から　藤田祐理さん（事務局）、中野潤子さん、香取征子さん、奈良美弥子さん
後列左から　中西　勉さん、田本　實さん、西澤　實さん、小関草太さん（事務局）

学生写真道展の表彰式（2013 年）
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移
行
、
カ
メ
ラ
は
手
動
式
か
ら
オ
ー
ト

フ
ォ
ー
カ
ス
な
ど
自
動
化
と
高
速
連
写

化
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
印
刷
の
登
場
な
ど
写
真
を
め
ぐ
る
技
術

革
新
、
肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
意

識
の
高
ま
り
に
伴
う
被
写
体
の
制
限
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
変
遷
を
経
て
も

な
お
、「
写
真
道
展
」
は
、
本
道
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
に
と
っ
て
色
あ
せ
な

い
、
輝
か
し
い
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の

応
募
数
や
入
賞
・
入
選
数
増
へ

　

1
9
8
4
年
開
催
の
31
回
展
で
、
入

賞
・
入
選
総
数
1
9
4
点
の
う
ち
、
女
性

の
作
品
は
5
点
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
1
9
9
0
年
代
に
入
る
と
、
女
性
の

応
募
者
が
急
激
に
増
え
は
じ
め
ま
す
。
女

性
初
の
会
長
に
就
任
し
て
3
年
目
と
な
る

中
野
会
長
が
入
会
し
た
時
期
と
重
な
り
ま

す
。
こ
の
頃
の
こ
と
を
、「
札
幌
支
部
に
は

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
の
代
表
的
な
活
動
は
、
会
員
各
自

が
撮
り
た
め
た
作
品
を
持
ち
寄
る
写
真
例

会
で
す
。
支
部
に
よ
っ
て
は
毎
月
、
隔
月
、

あ
る
い
は
年
に
数
回
開
い
て
い
ま
す
。
会
員

が
持
ち
込
ん
だ
作
品
に
対
し
、
写
真
道
展

審
査
会
員
が
画
面
構
成
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
な
ど
の
写
真
技
術
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

ほ
か
、
会
員
同
士
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真

を
じ
っ
く
り
鑑
賞
、
話
し
合
い
な
が
ら
、

「
次
回
は
私
も
良
い
作
品
を
…
…
」
と
誓
い

合
う
、
親
睦
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
写
真
を
見
る
こ
と
は
勉

強
に
な
る
し
、
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。
特

に
初
心
者
の
方
は
、
何
を
ど
う
撮
れ
ば
、

い
い
写
真
に
な
る
か
、
よ
く
分
か
る
と
思

い
ま
す
」
と
中
野
会
長
は
支
部
活
動
の
意

義
を
語
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
支
部
で
は
、
撮
影
会
、

撮
影
旅
行
、
写
真
展
の
開
催
、
入
賞
作
品

の
ス
ラ
イ
ド
勉
強
会
、
初
心
者
の
た
め
の

写
真
教
室
な
ど
、
会
員
の
人
数
や
年
代
に

応
じ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
支

部
の
活
動
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
停
滞

し
、
入
会
し
て
も
何
も
行
事
が
な
い
の
で

は
と
去
っ
て
行
く
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

道
写
協
の
旭
川
支
部
に
は
現
在
、
27
人

が
所
属
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
20
人

を
切
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
白
鳥
敏
昭
支

部
長
は
「
撮
影
で
た
ま
た
ま
一
緒
に
な
っ
た

方
に
声
を
掛
け
る
な
ど
、
地
道
な
取
り
組

み
で
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
」
と
語
り
ま

す
。
毎
月
第
2
木
曜
日
に
開
く
例
会
で

は
、
会
員
が
持
ち
寄
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、

入
選
作
品
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
各
会
員
の

年
間
成
績
で
、
年
度
賞
・
準
年
度
賞
・
奨

励
賞
・
敢
闘
賞
・
新
人
賞
そ
し
て
最
高
作

品
賞
を
決
め
、
新
年
会
の
席
で
表
彰
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
支
部
の
展
覧
会
や
撮
影

会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
白
鳥
支
部
長
は
「
よ
り
多
く
の
市
民

が
写
真
文
化
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

展
覧
会
の
際
に
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

送
る
な
ど
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

女
性
も
大
勢
い
ま
し
た
。
た
だ
、
初
め
て

表
彰
式
に
出
る
と
、
圧
倒
的
に
男
性
が
多

く
、
カ
メ
ラ
は
長
年
、
男
性
の
趣
味
だ
っ
た

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、
女
性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
感
じ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

近
年
は
、
多
く
の
女
性
入
賞
・
入
選
者
が

誕
生
し
、
2
0
1
2
年
の
59
回
展
で
は
72

点
の
女
性
の
入
賞
・
入
選
が
あ
り
、
全
体

の
約
3
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
野
会
長
は
、
50
歳
の
時
に
写
真
教
室

に
通
い
始
め
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
見
る
世
界

が
、
肉
眼
と
は
全
く
違
う
こ
と
に
驚
き
、

感
動
し
ま
す
。「
自
分
を
表
現
で
き
る
手
段

を
得
た
喜
び
は
本
当
に
大
き
く
、
見
る
も

の
が
皆
新
鮮
で
、
寝
て
も
覚
め
て
も
写
真

の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
翌
年
、
道
写
協
に
入
り
、
当
時
最

短
の
8
年
で
審
査
会
員
に
昇
進
し
ま
し
た
。

　

遠
出
が
難
し
く
な
っ
た
今
で
も
、
中
野

会
長
は
「
1
年
に
1
枚
で
い
い
か
ら
、
自

分
が
納
得
す
る
写
真
を
撮
り
た
い
」
と
身

近
に
あ
る
被
写
体
に
向
け
毎
日
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
を
覗
き
、“
日
常
”
を
切
り
取
り
続

け
て
い
ま
す
。

各
支
部
例
会
の
場
で

技
術
を
教
え
、
磨
き
高
め
る

　

道
写
協
の
活
動
を
支
え
る
基
盤
は
、
全

道
各
地
に
あ
る
支
部
で
す
。
会
員
は
地
元

の
支
部
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活

女性審査員も増えてきた審査会（59 回展）

旭川支部が開いた市民向け写真教室

釧路支部創立 60 周年記念写真展
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う
な
活
動
を
引
き
続
き
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

1
9
6
0
年
4
月
に
発
足
し
、
2
0
2
0

年
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
釧
路
支
部

は
、
支
部
会
員
数
30
人
と
札
幌
支
部
に
次

ぐ
人
数
で
、
創
立
時
の
メ
ン
バ
ー
も
2
人

在
籍
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
12
月
に

は
、
創
立
60
周
年
記
念
写
真
展
を
開
き
、

「
道
東
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
、
丹
頂
や

氷
点
下
の
中
で
河
川
や
湖
沼
で
発
生
す
る

蓮は
す

葉は

氷ご
お
り

な
ど
を
被
写
体
に
し
た
56
点
を
展

示
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
感
染

防
止
用
の
ア
ク
リ
ル
板
設
置
、
来
場
者
の

氏
名
と
連
絡
先
の
記
録
、
手
指
の
消
毒
な

ど
に
留
意
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
石
川
隆
支
部
長
は
「
大
き
な
節
目

を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

会
員
ら
の
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

隔
月
で
開
く
例
会
、
年
数
回
の
撮
影
会

や
写
真
教
室
の
ほ
か
、
地
元
に
あ
る
他
の

写
真
団
体
と
も
合
同
で
展
覧
会

を
開
き
、
会
員
内
外
と
の
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
石
川
支

部
長
は
「
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
地
域
に
密

着
し
た
記
録
的
画
像
を
残
す
こ

と
が
、
釧
路
支
部
と
し
て
の
使

命
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
写
真
と
い
う
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す

　

2
0
2
0
年
の
67
回
展
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
例
年
2
月
末
か
ら
3
月
初

め
ご
ろ
に
開
く
審
査
会
が
3
ヶ

月
以
上
延
期
と
な
り
、
こ
れ
に

伴
い
展
覧
会
場
に
予
定
し
て
い

た
道
新
ぎ
ゃ
ら
り
ー
は
、
使
え

な
く
な
り
ま
し
た
。
あ

ち
こ
ち
会
場
を
探
し

て
、都
心
か
ら
少
し
外

れ
た
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
初
め
て
展
覧
会

を
開
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
例
年
よ
り
遅
い
7

月
28
日
か
ら
の
開
催
で

し
た
が
、「
1
8
0
0

人
を
超
え
る
来
場
者
が

い
ま
し
た
。
写
真
道
展

が
皆
に
愛
さ
れ
、
心
待

ち
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
感
し
、
本
当

に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
」
と
中
野
会
長

は
感
想
を
語
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
思
わ
ぬ
喜
び
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
訪
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
近
隣
の

小
学
校
か
ら
、
児
童
が
大
勢
で
「
写
真
道

展
」
を
見
学
に
来
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

中
野
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
写
真
を
前

に
『
き
れ
い
』『
か
わ
い
い
ね
』『
こ
れ
が

好
き
』
と
か
、
目
を
輝
か
せ
て
語
り
合
っ

て
い
る
姿
を
見
て
、
誰
が
見
て
も
楽
し
め

る
と
い
う
写
真
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
誰
で
も
写
真
が
撮
れ

る
よ
う
に
な
り
、
写
真
人
口
自
体
は
増
え

ま
し
た
が
、
デ
ー
タ
を
保
管
し
、
S
N
S

（
ウ
ェ
ブ
の
交
流
サ
イ
ト
）
上
に
公
開
す
る
と

い
っ
た
楽
し
み
方
が
主
流
と
な
り
、
ほ
と
ん

ど
の
写
真
は
プ
リ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
野
会
長
は
「
展
覧
会

で
は
、
細
部
ま
で
こ
だ
わ
り
抜
い
て
プ
リ
ン

ト
し
た
写
真
の
美
し
さ
を
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い

た
い
」
と
訴
え
ま
す
。

　
「
写
真
道
展
」
へ
の
応
募
点
数
は
、
近
年

ゆ
る
や
か
に
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
札
幌

で
も
フ
ィ
ル
ム
を
現
像
す
る
ラ
ボ
や
写
真

専
門
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
数
え
る
ほ
ど
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
変
厳
し
い
写
真
界

の
環
境
で
す
。
し
か
し
、「
写
真
の
魅
力
は

尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
日
々
カ
メ
ラ
を
手

に
し
て
美
し
い
北
海
道
の
自
然
や
た
く
ま

し
い
人
々
の
営
み
の
姿
を
捉
え
て
い
る
会

員
の
存
在
は
大
き
な
力
で
す
。
北
海
道
の

写
真
文
化
の
向
上
を
目
指
し
て
、
自
分
た

ち
の
展
覧
会
は
、
自
分
た
ち
が
作
る
と
い

う
気
概
の
あ
る
後
継
者
を
育
て
て
い
き
た

い
」
と
中
野
会
長
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先 

北
海
道
写
真
協
会

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
3
丁
目
6
番
地　

道
新
文
化
事
業
社
内　

☎

0
1
1
─
2
1
0
─
5
7
3
5

子どもたちのピュアな感想が響いた 67 回展（2020 年）

68 回展　第 1 部「自由」　1 席　文部科学大臣賞
「あの夏の日」佐野ミヨ（恵庭市）
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北
海
道
の

天
然
記
念
物

あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
る

サ
ロマ
湖
群
生
地

佐さ

呂ろ

間ま

湖こ

畔は
ん

鶴つ
る

沼ぬ
ま

の

ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
群ぐ

ん

落ら
く

〔
湧
別
町
〕

（
文
と
写
真
・
片
山
健
一
　
取
材
日
2
0
2
1
年
9
月
14
、
15
日
）

湧
別
町

　
湧
別
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
ユ
ペ
ペ
ツ
」（
鮫
の
住
む
川
）
が
語
源
と
い
わ
れ
、
昔
、

湧
別
川
河
口
か
ら
近
海
に
か
け
て
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
生
息
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
花
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
、
約
2
0
0
品
種
70
万
本
が
咲
き

誇
る
「
か
み
ゆ
う
べ
つ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
」
が
有
名
で
す
。

　
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ（
学
名
：Salicornia europaea

）

と
い
う
和
名
は
、
1
8
9
1
年
に
太
平
洋
沿
岸

の
厚あ
っ

岸け
し

湖こ

内
の
牡か

蠣き

島
で
発
見
、
採
取
さ
れ
、

札
幌
農
学
校
（
現
北
海
道
大
学
）
の
宮
部
金
吾

教
授
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
北
海
道

内
で
は
、
厚
岸
湖
の
ほ
か
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
の
サ
ロ
マ
湖
や

能の

取と
ろ

湖こ

、
根
室
海
峡
の
野の

付つ
け

半
島
な
ど
に
自
生
し
て
い
ま
す
。

入
り
江
や
流
水
の
緩
や
か
な
河
口
に
近
い

川
辺
な
ど
、
潮
の
満
ち
引
き
で
定
期
的
に

冠
水
す
る
よ
う
な
海
水
に
近
い
塩
濃
度
に

な
る
湿
地
が
最
適
な
生
育
条
件
と
さ
れ
、

塩
生
植
物
と
呼
ば
れ
る
仲
間
に
属
し
て
い

ま
す
。

　

香
川
県
な
ど
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
も
分

布
し
て
い
ま
す
が
、
海
岸
の
開
発
な
ど
に

よ
っ
て
絶
滅
し
た
場
所
も
あ
り
ま
す
。
環

境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
、
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
（
絶
滅
の
危
険
が
増
大
し
て
い
る

種
）
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
9
5
7
年
に
北
海
道
指
定
の
天
然
記

念
物
と
な
っ
た
サ
ロ
マ
湖
畔
に
あ
る
鶴
沼

の
群
落
は
、
小
さ
な
川
を
吊
り
橋
で
渡
っ

た
先
に
あ
る
サ
ン
ゴ
岬
の
砂さ

州す

が
指
定
地

で
す
（
登
録
名
は
佐
呂
間

4

4

4

で
す
）。
約
2
万

平
方
㍍
の
広
さ
に
わ
た
っ
て
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
が
群
生
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
は
一
年
草
で
、
5
月
頃
か
ら
緑
色
の
芽
を
出

し
始
め
、
夏
か
ら
秋
口
に
か
け
て
10
㌢
か
ら
30
㌢
ほ
ど
の
高
さ

に
生
長
し
、
山
の
紅
葉
よ
り
も
一
足
早
い
9
月
ご
ろ
か
ら
茎
や

枝
が
赤
く
色
づ
き
、
湖
畔
に
赤
い
絨
毯
を
敷
い
た
か
の
よ
う
な

光
景
が
広
が
り
ま
す
。
多
肉
質
の
茎
の
形
状
や
色
合
い
か
ら
、

別
名
「
サ
ン
ゴ
草
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
群
生
地
で
は
そ
の
他
の
塩
生
植
物
の
駆
除
や
土
を
耕
す

と
い
っ
た
特
別
な
保
護
活
動
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
自
然
の
状
態

の
ま
ま
保
全
し
て
い
ま
す
。
例
年
9
月
中
旬
に
は
赤
く
染
ま
り

始
め
ま
す
が
、
雑
草
の
繁は
ん

茂も

や
天
候
の
影
響
で
「
年
に
よ
っ

て
は
あ
ま
り
赤
く
見
え
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
湧
別

町
商
工
観
光
課
で
は
説
明
し

ま
す
。

命
名
由
来
の
地
・
厚
岸

で
は
人
工
栽
培
に
挑
戦

　

和
名
の
由
来
と
な
っ
た
厚

岸
湖
の
牡
蠣
島
の
ア
ッ
ケ
シ

ソ
ウ
は
、
発
見
か
ら
30
年
後

の
1
9
2
1
年
に
、「
厚
岸

牡
蠣
島
の
植
物
群
落
」
と
し

て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

1
9
5
2
年
の
十
勝
沖
地
震

や
1
9
6
0
年
の
チ
リ
沖
地

震
の
津
波
、
地
盤
沈
下
な
ど

の
影
響
で
牡
蠣
島
が

水
没
し
、
1
9
9
4

年
に
は
植
物
の
回
復

が
見
込
め
な
い
と
い

う
理
由
で
天
然
記
念

物
の
指
定
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
厚
岸
湖
畔

の
最
奥
部
に
ア
ッ
ケ

シ
ソ
ウ
は
自
生
し
て

い
ま
す
が
、
道
路
が

な
く
、
ク
マ
も
出
没

す
る
場
所
の
た
め
、

気
軽
に
見
に
行
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

厚
岸
町
で
は
、
町
の
名
が
付
い
た
植
物
を
保
護
し
、
町
民
ら

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
1
9
8
2
年
か
ら
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ

の
人
工
栽
培
を
郷
土
館
の
前
庭
で
続
け
て
い
ま
す
。
よ
り
大
規

模
な
栽
培
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
土
壌
の
酸
性
化
や
淡
水
の

流
入
に
よ
る
雑
草
の
繁
茂
な
ど
で
失
敗
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
た
に
チ
カ
ラ
コ
タ
ン

地
区
で
総
事
業
費
約
2
4
0
0

万
円
を
投
じ
て
、
全
体
面
積
約

1
5
0
0
平
方
㍍
の
試
験
栽
培
地

を
造
成
し
ま
し
た
。
土ど

質し
つ

や
高
低

差
で
生
育
条
件
の
異
な
る
4
区
画

を
設
け
、
2
0
2
2
年
春
ま
で
に

種
を
ま
き
、
試
験
栽
培
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

③

塩水に浸かる所で育つ
アッケシソウ（湧別町鶴沼）

厚岸町郷土館前庭の栽培地では海水を
汲んで撒いている

吊り橋の先に広がる鶴沼の群生地（写真提供：湧別町）

深紅に色づく湖畔（写真提供：湧別町）

太平洋

厚岸湖

野付半島

能取湖サロマ湖

オホーツク海

厚岸湖

チカラコタン地区

湧別町
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ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
叫
ば
れ
る
社
会
の
変
化
と
共
に
、
今

改
め
て
家
庭
料
理
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
著
者
が

「
家
で
料
理
づ
く
り
を
楽
し
め
る
本
」
と
し
て
、
10
数
年

ぶ
り
に
出
版
し
た
新
作
レ
シ
ピ
集
で
す
。

　
青
空
に
美
味
し
い
料
理
を
乗
せ
た
雲
が
プ
カ
プ
カ
と
浮

か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
の
色
鮮
や
か
な
カ
バ
ー
が
印
象
的
な
本
書

に
は
、「
い
つ
も
の
食
卓
を
簡
単
に
お
い
し
く
」「
と
き
に

は
手
間
ひ
ま
か
け
て
お
い
し
く
」「
一
緒
に
つ
く
っ
て
お

い
し
く
」「
デ
ザ
ー
ト
や
お
や
つ
も
お
い
し
く
」
の
4
つ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
全
83
品
の
レ
シ
ピ
が
収
録
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
多
く
は
料
理
初
心
者
で
も
気
軽
に
作
っ
て

み
た
い
、
と
思
え
る
身
近
な
食
材
や
調
味
料
を
使
っ
た
シ

ン
プ
ル
な
も
の
で
す
。

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
、
美
し
い
料
理
写
真
が
現
れ
、

お
し
ゃ
れ
な
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
も
目
を
奪
わ

れ
ま
す
。
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
エ
プ
ロ
ン
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
や
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き

る
調
理
用
具
の
紹
介
も
必
見
。
著
者
の
穏
や
か
な
人
柄
ま

で
伝
わ
る
、
温
か
み
の
あ
る
美
味
な
る
本
で
す
。

�

（
北
海
道
営
業
部
　
伴
　
清
佳
）

　
あ
な
た
は
木
彫
り
熊
と
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？

　
北
海
道
土み
や
げ産
、
ア
イ
ヌ
文
化
、
は
た
ま
た
ア
ー
ト
作

品
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。「
知
っ
て
は
い
る

け
れ
ど
も
実
物
を
見
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
」
と
い
う
方

が
大
半
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
日
常
生
活
で

は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
書
は
造
形
作
家
で
あ
る
著
者
が
収
集
し
て
き
た
木
彫

り
熊
の
研
究
書
で
す
。
一
般
的
に
知
ら
れ
る
木
彫
り
熊
と

は
「
全
国
的
に
有
名
な
北
海
道
土
産
の
一
つ
」
で
す
が
、

そ
の
実
、
ア
イ
ヌ
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
人
々
が
個
々

の
流
派
に
よ
っ
て
継
承
、
磨
き
上
げ
て
き
た
、
歴
史
と
深

み
の
あ
る
ア
ー
ト
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。

　
時
代
に
よ
っ
て
木
彫
り
熊
の
ス
タ
イ
ル
に
も
流
行
り
や

廃
り
が
あ
る
事
や
、
流
派
に
よ
っ
て
彫
り
の
技
法
が
全
く

違
う
事
な
ど
、
木
彫
り
熊
の
歴
史
を
通
し
て
、
北
海
道
の

歴
史
や
職
人
た
ち
の
軌
跡
を
細
か
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

木
彫
り
熊
の
奥
深
い
世
界
を
堪
能
で
き
る
一
冊
で
す
。
こ

の
機
会
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

（
枚
葉
印
刷
部
　
酒
井
陽
羽
）

　「
核
の
ご
み
」
と
は
、
再
処
理
し
た
核
燃
料
の
廃
液
を

ガ
ラ
ス
で
固
め
た
円
柱
の
こ
と
で
す
。
加
工
直
後
の
放
射
線

量
は
1
時
間
当
た
り
約
1
5
0
0
シ
ー
ベ
ル
ト
、
人
間
が

近
づ
き
20
秒
浴
び
る
と
致
死
量
に
達
し
ま
す
。
無
害
化
す

る
ま
で
に
は
お
よ
そ
10
万
年
か
か
る
た
め
、
国
は
地
中
深

く
へ
埋
め
る
計
画
で
す
。
2
0
2
0
年
、
寿す
っ
つ都

町
と
神か
も
え恵

内な
い

村
が
「
核
の
ご
み
」
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
候
補
地
に
手

を
挙
げ
、
同
年
11
月
か
ら
文
献
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
書
で
は
北
海
道
新
聞
が
両
町
村
の
動
き
や
、
幌ほ
ろ
延の
べ
町

に
あ
る
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
地
下
研
究
施
設
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
青
森
県
の
再
処
理
工
場
に
も
取
材
し
報

道
し
て
き
た
記
事
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ

ラ
ス
ト
や
グ
ラ
フ
を
使
い
視
覚
的
に
も
分
か
り
や
す
く
、

汚
染
水
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
上
空
写
真
か
ら
は
切
迫
す
る

現
状
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、
行
政
、
倫
理
学
、
社
会
学
、
学
生
な
ど
様
々
な
立
場

か
ら
の
視
点
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
行
政
の
悩
み
、
未
来

へ
の
責
任
、
北
海
道
に
お
け
る
こ
の
問
題
を
自
分
の
事
と

し
て
考
え
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

�

（
生
産
管
理
部
　
蛇
見
裕
子
）

熊
か
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造
形
へ

木
彫
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独
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報

書
名
の
下
の
数
字
は
日
本
図
書
コ
ー
ド（
I
S
B
N
）
及
び
雑
誌
コ
ー
ド
。
特
記
以
外
は
税
込
価
格
。

お
近
く
の
書
店
に
な
い
場
合
は
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行
先
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お
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合
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せ
く
だ
さ
い
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�

全
道
美
術
協
会
（
全
道
展
）
会
友
　
札
幌
市
在
住

表 紙
の
ことば

花お
い
魁ら
ん
淵ぶ
ち

佐
藤
　
一

木
版
画
　
50
㌢
×
75
㌢

　
札
幌
市
南
区
に
あ
る
藻
南
公
園
の
景
勝
地
で
あ

る
。
昔
は
豊
平
川
河
畔
の
中
で
最
も
深
く
、
清
ら

か
な
「
よ
ど
み
」
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
期
、
吉

原
か
ら
身
請
け
さ
れ
て
き
た
花
魁
が
淋
し
さ
に
世

を
は
か
な
ん
で
、
身
を
投
じ
た
と
い
う
話
か
ら
こ

の
名
前
が
つ
い
た
と
言
う
。

　
夏
に
は
、
清
流
で
川
遊
び
が
で
き
る
。

北
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産
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イ
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佐
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圭
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判
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人
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介
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編
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判
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縄
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編

A
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判
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円

キ
ャ
ン
サ
ー
ギ
フ
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礼
文
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花
降
る
丘
へ

�
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杣
田
　
美
野
里
　
著

A
5
判
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頁	

1
7
6
0
円

消
え
た
「
四
島
返
還
」　

安
倍
政
権　
日
ロ
交
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2
8
0
0
日
を
追
う
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道
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熊
谷
　
し
の
ぶ
　
著

A
5
判
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円

ミ
ン
タ
ラ 

①　
ア
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ヌ
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の
昔
話

�
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編
著
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円
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験
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デ
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特
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�
16747-08
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編
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判
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円
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ア
ン
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国
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門
編
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編
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円
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さ
っ
ぽ
ろ
燐
寸
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チ
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ラ
フ
ィ
テ
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著
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6

お
ば
け
の
マ
ー
ル
と
モ
ー
ニ
ン
グ
の
あ
と
で

�
978-4-89115-398-4

け
ー
た
ろ
う
　
文
／
な
か
い
　
れ
い
　
絵

A
4
変
型
判
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頁	

1
3
2
0
円
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果
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向
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俳
人 

藤
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聞
く
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松
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を
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著
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判
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円

海
外
好
き
公
僕
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ビ
ー
ル
紀
行
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吉
井
　
厚
志
　
著

四
六
判
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3
頁	

1
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3
0
円

旭
川
歴
史
市
民
劇 

旭
川
青
春
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ 

ザ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ 

コ
ロ
ナ
禍
中
の
住
民
劇
全
記
録

�
978-4-89115-400-4

那
須
　
敦
志
　
著

A
5
判
　
2
8
7
頁	

1
9
8
0
円

人
生
の
成
就�

978-4-89115-397-7

澤
田
　
展
人
　
著

四
六
判
　
4
2
8
頁	

2
4
2
0
円

豊
か
に
働
き
、
す
て
き
に
生
き
る

自
分
を
磨
く
あ
な
た
に
贈
る
30
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

�
978-4-89115-403-5

石
田
　
邦
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著

四
六
判
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1
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円
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酪
農
の
鳥
獣
被
害
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
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円
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編
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判
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0
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円
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朝
鮮
人
「
徴
用
工
」
問
題
を
解
き
ほ
ぐ
す

─� 

室
蘭
・
日
本
製
鉄
輪
西
製
鉄
所
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者

「
移
入
」の
失
敗�
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